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３産別共同行動 ～ ～
 

10 月 23 日、ＪＲ連合、航空連合およびサー

ビス連合の３産別は、2021 年春以降に展開し

てきた３産別共同行動を振り返り、意義や効

果および課題について総括するとともに、コ

ロナ禍への対応において発生した課題や教訓

を抽出するべく、都内で合同会議を開催した。 

ＪＲ連合からは荻山市朗会長・政所大祐事務

局長・石川敏也産業政策局長が、航空連合か

らは内藤晃会長・長谷川樹事務局長・坂元慎平副事務局長が、サービス連合からは櫻田

あすか会長・石川聡一郎事務局長・矢野勇紀副事務局長が参画し、闊達な討議を行った。 

当日は、各産業の現況や課題、業界の特情等にか

かる情報を持ち寄り共有するとともに、連合本部が

参画している「新型インフルエンザ等対策推進会議」

における議論や今後の政府政策に反映したい意見・

教訓等について討議を行った。とりわけ、感染症に

よるパンデミック発生時に根拠なく移動を「悪」と

し人流をストップする政策には共通して強い問題意識を持つことを再確認した。また、

科学的根拠に基づく水際対策の重要性や、「雇用と生活を守るための新たな仕組みと安

定的な財源確保」・「ダメージを受ける産業への十二分で中長期的な支援」の必要性、働

く者や利用者に混乱の起きない支援策の在り方、指定公共機関として事業継続を求めら

れる事業者への支援措置の必要性などが、主たる意見として挙げられた。 

 今後、３産別は連合本部や交

運労協との間で課題認識を共有

するとともに連携を強化し、今

後同様の社会混乱が発生した際

に、同じ失策やトラブルが繰り

返されることのないよう、政府

や地方自治体、関係団体などに

訴えかけ、産業で働く者を守り、

産業の回復・発展に繋がる政策の推進に繋げていく。また、人財流出や深刻な人手不足

といった共通課題に向き合い、アフターコロナを視野に入れつつ、産業を担う人財の確

保等にむけた取り組みや情報交換を行っていくことを確認した。 


